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トピックス4　我が国初の電気コミュニティバスの路線運行
北陸電力（株）は（株）まちづくりとやま、富山地方鉄道（株）などと共同で、電気コミュニティバスの実証運
行試験を実施している。経済産業省のモデル事業として採択され、2009年 4月からリチウムイオン電池
搭載の低床型電気コミュニティバスの開発を進めてきた。このバスは、従来のディーゼル車に比べて
50％以上の CO2排出量が削減でき、ばい塵や窒素酸化物などの排気ガスの排出もなく、騒音も低減さ
れる。この運行試験を通じて、運用性・経済性・耐久性、CO2削減量などを検証し、市内の路線バスと
して定着させることを目指していく。
北陸電力（株）はジェイ・バス（株）、（株）東京アールアン
ドデー、富山地方鉄道（株）、富山ライトレ ルー（株）、（株）
まちづくりとやま（富山市の第 3セクター）と共同で、電
気コミュニティバスの実証運行試験を実施している1）。
この電気バスは、経済産業省の「低炭素社会に向けた
技術シ ズー発掘・社会システム実証モデル事業」注）とし
て採択され、北陸電力などが 2009 年 4月から開発を
進めてきたものである。
今回開発した電気コミュニティバス（図表 1）は、交
通バリアフリー法（2006 年 12月施行）に適合した高齢
者にも利用しやすい低床型市販車両をベ スーとし、乗
客定員は 28人である。また、車体の重量バランスと車
軸の荷重を考慮して配置した4台のリチウムイオン電池
（図表 2）は、電気自動車用の急速充電器で充電するこ
とが可能であり、フル充電における走行可能距離は
68km（計算値）で、最高速度は 84km/h（実測値）と
なっている2）。このバスの走行によるCO2 排出量は、
火力発電所での排出分を考慮しても、従来のディー ゼ
ル車に比べて50％以上削減される。勿論、ばい塵や
窒素酸化物などの排気ガスの排出はなく、騒音も低減
される。開発した電気コミュニティバスは、第 1回
EV・HEV駆動システム技術展に出展・公開された。
公道での走行試験を行った上で、2010 年 2月から富
山市内で富山地方鉄道（株）が運行するコミュニティバス
「まいどはや」の一部路線（約 7km）で実証運行試験を
実施している。この運行試験を通じて、運用性・経済性・
耐久性、CO2 削減量などを検証し、市内の路線バスと
して定着させることを目指していく。
環境性能の優れたバスとして、ハイブリッドバス（デ
ィー ゼルエンジン＋モーター）、タービンEVバス（マイ
クロガスタービン発電機＋モーター）などが開発され、
すでに運行している3）。ただし、今回のようなバリアフ
リー法に対応し、急速充電可能な電気バスの事業を目
指した実証路線運行は、我が国では初のケ スーである。
低炭素社会構築のためには、このような電気バスも
含めた電気自動車の普及促進が不可欠であるが、急
速充電器の設置数は 2009 年末全国で100ヵ所余りに
とどまっている。今後、地方自治体や地元産業界など
が連携して、充電インフラを整備・拡充していくことが
求められる。
注：地域社会を支える大学、産業界、自治体等が連携する
ことで「低炭素社会」構築に必要な技術の地域ぐるみの
実証を行い、ほかの地域へ普及、新たな社会システム構築
を目的としたモデルとなる取り組みを支援する事業。
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図表 1　開発した電気コミュニティ
バスの外観
出典：北陸電力（株）提供資料
図表 2　リチウムイオン電池の搭載
状況（車両後部）
蓄電容量：48.8kWh（12.2kWh×4 ユ
ニット）、作動電圧／電流：350V／500A
出典：北陸電力（株）提供資料
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